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表 1  通信手段による特徴の比較 
通信手段 衛星通信 無線 LAN 
通信距離 遠距離 近距離 














高度約 825km の軌道上にある 30 機の衛星を利用してデ
ータ通信を行っている。オーブコム衛星はデータ通信専
用の衛星で、端末から衛星にアクセスした後、地球局の
衛星通信及び無線 LAN を活用した洋上情報共有システムの構築 
 































図 1 オーブコム端末 
 
 
表 2 オーブコムの通信方式 
データ形式 テキストベース 
回線速度     上り 2400  bps
         下り 4800  bps
使用周波数   上り 150  MHz















μCube の CPU ボードには H8/3069 のマイクロコンピ
ュータを搭載した”H8/3069 ボード”を使用し、拡張ボー














































る。このデータは平成 16 年 7 月 1 日から平成 18 年 4 月
23 日の期間で計測したものである。図 4 は北海道南部の





























































行った。実験の期間は平成 18 年 7 月 18 日 17 時 30 分か
ら 7 月 21 日 11 時までである。予備実験には、μCube
とオーブコム端末、GPS、方位センサをそれぞれ 1 台使
用した。使用した機材を表 3 に、実験のシステムの構成



























      















表 3 使用機材 
情報収集端末 μCube 





表 4 格納時刻と送信時刻の比較１ 
格納時刻 送信時刻 
7/18 19:30 7/18 19:30 
7/18 19:45 7/18 19:45 
7/18 20:00 7/18 20:08 
7/18 20:15 7/18 20:16 
7/18 20:30 7/18 20:32 
7/18 20:45 7/18 20:46 
 
表 5 格納時刻と送信時刻の比較２ 
格納時刻 送信時刻 
7/20 10:15 7/20 12:53 
7/20 10:30 7/20 12:54 
7/20 10:45 7/20 14:35 
7/20 11:00 7/20 14:35 
7/20 11:15 7/20 14:36 







を使用して実験を行った。実験期間は平成 18 年 7 月 24




に Web-DB を構築した。Web-DB は Fedora Core 3 を OS
情報処理北海道シンポジウム 2006 
として、データベースには MySQL を、Web サーバには
Apache を、そして、データの取得には Perl 言語を用いた。 
図 9 及び表 6 に実験でのシステムの構成及び使用機材
について示す。船舶には、μCube をデータ取得用と Web
サーバ用に 2 台、無線 LAN を 1 台、その他バッテリと
計測機器を搭載する。また、地上局には Web-DB となる
















し、5 秒に 1 度アクセスするようにした。 
予備実験では、無人船舶の代わりに貸しボート(図 10)
を用い、そのボートに必要な機材を積み込んで行った。








































図 9 無線通信実験のシステム構成図 
 
 
表 6 主な使用機材 
端末 μCube(情報取得・サーバ) 2 台 
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